
- 1 -

平成２７年度 仙台市確かな学力研修委員会 中学校理科部会 提案授業

第１学年 理科学習指導案

日 時 平成２７年１１月３０日（月） 14：00 ～
指導学級 仙台市立寺岡中学校１年３組３３名

指 導 者 教諭 佐 藤 誠

教 室 仙台市立寺岡中学校 第１理科室

１ 本授業における提案

本授業における提案

浮力の大きさが物体の何に関係があるのかといった課題に対し，目的意識を持っ

て実験計画や検証に取り組ませるための指導の工夫を行う。

【提案１】問題の把握・仮説の設定のための導入の工夫

生徒に大きさや形の異なるジャガイモの浮力を体験させることで学習課

題を持たせ，その解決のために，体験や既習事項に基づいた仮説を立てさ

せる。

【提案２】実験計画の立案において条件制御の考え方を導き出す工夫

生徒に各仮説を検証するための対照実験で使用する物体を選択させるこ

とで，条件制御の考え方を意識させる。

２ 単元名 身の回りの現象「浮力」

３ 単元について

（１）単元の目標

身近な事物・現象についての観察，実験を通して，光や音の規則性，力の性質に

ついて理解させるとともに，これらの事物・現象を日常生活や社会と関連付けて科

学的にみる見方や考え方ができるようにする。

（２）指導計画（２６時間）

第１章 光の世界（７時間）

第２章 音の世界（６時間）

第３章 いろいろな力の世界（１３時間）（本時１０／１３時間）

時 学習課題 評価規準 関 思 技 知 評価方法

・物体に力がはたらくとはど ◎身の回りのさまざまな現象

１ ういうことか に力がどのようにかかわっ ◎ 行動観察

ているかを，関心をもって 記述分析

調べようとする。

・力の表し方は何か ◎力のはたらきの「物体の形

・重力と重さの関係はどうな を変える」を利用して，力

っているか の大きさを比べることがで

２ きることを，説明できる。 ◎ ○ 記述分析

○地球上の重力や，重さと重

力との関係について説明で

きる。

・力の大きさとばねののびと ○ばねばかりの誤差をふまえ

の関係は，どうなっている て，力の大きさとばねのの

３ か びを正しく測定し，記録し ○ 記述分析

たり，正しくグラフに表し

たりすことができる。
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・力の大きさとばねののびの ○グラフから力の大きさとば

４ 関係について，グラフを分 ねののびには比例の関係が ○ 記述分析

析するとどうなるか あることを見いだすことが

できる。

・力を矢印で表現するとどう ◎物体にはたらく力を，力の

なるか ３要素に考慮しながら図示

５ ・「重力」と「質量」の関係 できる。 ◎ ○ 記述分析

はどうなっているか ○「重さ」と「質量」の違い

と，場所による重さの違い

を説明できる。

・力のはたらく面積が大き ○面に力がはたらくときの効

いときと小さいときでは， 果について，身の回りの現

力のはたらきはどう変わ 象と結びつけて発表してい

６ るか る。 ○ ◎ 行動観察

◎スポンジのへこみ方の違い 記述分析

は，単位面積あたりの力の

大きさの違いにあることを

見いだすことができる。

・圧力とその単位，解き方に ○圧力はどのようなものか及

７ ついて知ろう び面積の単位の変換を正し ○ 行動観察

く行い，圧力の計算を行う 記述分析

ことができる。

８ ・水中ではたらく圧力（水圧） ○水圧実験器のゴム膜のへこ

の大きさやはたらく向きに みから，水圧があらゆる方

は，どのような特徴がある 向からはたらくこと，水の ○ 記述分析

９ か考えよう 深さに比例して大きくなる

ことを見いだすことができ

る。

10 ・浮力の大きさは，物体の何 ◎浮力に関する導入実験から

に関係があるのかを考えよ 問題を見いだし，課題意識

う を持ち，既習事項に基づい

た仮説を持つことができる。

◎様々な仮説から検証する条

件だけを変えるいう条件制

御の考え方を持った実験を

計画することができる。 ◎ ◎ ◎ 行動観察

11 ◎実験計画書をもとに，正し 記述分析

い実験操作を行い，結果を

もとに，浮力の大きさは水

の中に入っている物体の体

積によって変わることを見

いだすことができる。

・大気圧が生じるのは，なぜ ・空き缶がつぶれた理由を，

12 か考えよう。 空気に重さがあることに関 ○ 記述分析

連付けて考えることができ

る。

・振り返り学習 ・身近な事物・現象について

の観察，実験を通して，光

や音の規則性，力の性質に

13 ついて理解させるとともに， ◎ ◎ ◎ ◎ 単元テスト
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これらの事物・現象を日常

生活や社会と関連付けて科

学的にみる見方や考え方が

できる。

４．指導に当たって

（１）提案の概要とその理由について

仙台市標準学力検査の第２学年理科の結果において，「植物のからだのつくりと

はたらき」の酸素の発生が植物の働きによることを確かめるための対照実験を設定

する設問から，誤答の中に高い値を示す選択肢があった。その要因として，対照実

験の意味や対照実験を行う際の条件制御の考え方が，十分身に付いていないことが

分かった。自然の事物・現象に進んでかかわり，その中に問題を見いだし，意欲的

に探究する活動を行う上で，どのような条件で実験を行えば仮説を検証することが

できるかを考えさせることは，科学的な思考力や表現力を高める上で重要な活動で

ある。

本時では，浮力の大きさの要因と考えられる複数の仮説を生徒から提案させ，そ

れぞれの仮説をどのような方法で検証すればよいかを考えさせることで，条件制御

の基本的な考え方を身に付けさせ，科学的に探究する能力の基礎を育てたいと考え

る。

（２）単元について

小学校では，光に関する内容として，第３学年で「光の性質」，力に関する内容

として，第３学年で「物と重さ」，「風やゴムの働き」，第４学年で「空気と水の性

質」，第６学年で「てこの規則性」について学習している。

第３学年では差異点や共通点に気付いたり比較したりする能力，第４学年では変

化とその要因とを関係付ける能力，第５学年では変える条件（変化させる要因）と

変えない条件（変化させない条件）を区別しながら観察・実験などを計画的に行っ

ていく条件を制御する能力，第６学年では要因や規則性，関係を推論する能力を段

階的に育成している。

ここでは，光や音，力など日常生活と関連した身近な事物・現象に関する観察，

実験を行い，結果を分析して解釈し，それらの規則性などを見いださせるとともに，

身近な物理現象に対する生徒の興味・関心を高め，日常生活や社会と関連付けなが

ら，科学的にみる見方や考え方を養うことが主なねらいである。その際，レポート

の作成や発表を適宜行わせ，思考力，表現力などを育成する。なお，身近な物理現

象の学習に当たっては，例えば，簡単なカメラや楽器などのものづくりを取り入れ，

原理や仕組みの理解を深めさせ，興味・関心を高めさせることが考えられる。

（３）生徒について

国立教育政策研究所の全国学力学習状況調査小学校６年理科のふりこの条件制御

の問題，仙台市標準学力検査の小学校第６学年理科の「植物の成長と日光，肥料の

関係を調べる実験」，同じく中学校理科第２学年の「植物のからだのつくりとはた

らき」の対照実験の問題のプレテストを本校第１学年で実施してみた。（８月３１

日実施）小学校の問題は，１００％近くの正答率が見られたが，中学校第２学年の

結果は，５３％の正答率であった。その要因として，全市の傾向で見られたように，

対照実験の意味や対照実験を行う際の条件制御の考え方が，十分理解されていない

ことが考えられる。

また，浮力に関する経験・認識調査を指導学級でしてみた。（１０月１日実施）

「普段，もの（物体）を水に入れたとき，重さが変わったなと感じる経験をしたこ

とがあるか」の問いについて，「ある」が７７％で，主な経験は，次の円グラフの

ようになった。
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浮力を意識した記述は，以下のようであった。

・お風呂で物体を入れたら，少し上にポーンとするだけで，ふわふわして戻っ

てきた。

・風呂に入っているとき，体が軽く感じた。

・プールで友達（妹）をおんぶしたら，すごく軽かった。

・プールでゴーグルを落として拾うとき，軽く感じた。

・皿を洗っているとき，水に皿を入れたら軽くなった。

次に，「浮く，沈むの原因は何だと思うか。」については，

物体の密度（５０％），空気（の重さ）（２０％），物体の重さ（１７％），物体の

体積（１３％）を挙げていた。

授業学級である１年３組は，男子１７名，女子１６名の計３３名の学級である。

全般に落ち着いた姿勢で授業に臨んでいる。学級の雰囲気は，明るく元気で，与え

られた課題に対して熱心に取り組む生徒が多い。

班活動では協力的に取り組むが，話合いや発表の場面ではリーダー任せである。

また，実験・観察の際に，自分なりに課題意識を持って臨んでいるが，自分の考え

を表現したり，新たに疑問をもったりなど深く掘り下げての取り組みを不得手とし

ている生徒も少なくない。全般的には，観察や実験に高い関心を示している。その

ため，話合いの場面を充実させ，考えを深めていくなど発言・発表の少ない生徒も

積極的に協力して授業に臨むことができるように，役割分担を与え，少人数の班編

成で観察・実験などを行っていく。また，身近な学習材料を積極的に活用すること

で，身のまわりの事物・現象について興味・関心を高めるようにする。

（４）指導について

本校理科の重点努力目標は，「観察，実験を通し，論理的思考力や科学的表現

を育成する～小グループでの話合い活動を通して～」である。

学習指導要領で，生徒が「自然の事物・現象に進んでかかわり，目的意識を持っ

て観察，実験などを行い，科学的に探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自

然の事物・現象についての理解を深め，科学的な見方や考え方を養う。」ことが理

科の目標となっている。

これを受け，本校理科部会では，科学特有の観察，実験を通した実体験を多く味

わわせれば，理科の興味・関心が高まり，目的意識を持って主体的に学習に取り組

むようになると考えた。また，単元の中に，課題解決学習を位置づけることで，課

題の把握，仮説，検証のための実験計画，予想，観察・実験，結果のまとめ，考察

水を含んで重

くなった

50%浮力を感じて

軽くなった（風

呂，プール，食

器洗い）

27%

ない

23%

物体を水に入れたとき，

重さが変わったと感じる体験

（１０／１実施）
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に自分たちでかかわり，科学的に探究する能力の基礎，論理的思考力，科学的表現

力，問題解決能力などを身に付けさせることができると考えた。その際，少人数に

よる観察，実験に取り組ませ，話合い活動と発表という場を設定する。得られたデ

ータを整理して，分かりやすくまとめたり，発表を工夫したりすることにより，仲

間との情報交換で互いの考えの不足を補い，それぞれが新しい知識を構築しながら，

互いの科学的な思考力や表現力を高め，内容の理解にもつなげていくことができる。

成就感を味わわせながら，科学への自信を深めさせることもできる。生活体験や小

学校で段階的に培った問題解決の能力を踏まえて指導に当たり，身の回りの事物・

現象に興味・関心を持たせ，目的意識を持って主体的に学習に取り組むことができ

るように，科学的に探究する能力の基礎を育てていきたい。

５ 本時の指導（１０／１３）

（１）本時の題材 「浮力の大きさは，物体の何に関係があるのだろうか。」

（２）本時のねらい

・浮力に関する導入実験から，問題を見いだし，課題意識を持ち，既習事項に基

づいた仮説を持つことができる。 【関心・意欲・態度】

・様々な仮説から検証する条件だけを変えるという条件制御の考え方を持った実

験を計画することができる。 【思考・表現】

（３）本時の指導過程（１０／１３時間）

段階 学習活動 指導上の工夫・留意点 評価の観点・方法

【提案１】問題の把握・仮説の設定のための導入の工夫

生徒に大きさや形の異なるジャガイモの浮力を体験させることで学

習課題を持たせ，その解決のために，体験や既習事項に基づいた仮説

を立てさせる。

１．演示実験① １．ボウリングのボールを水槽に

ボウリングのボール 入れる演示実験から，浮力がは

を持って，水槽に少 たらくことを捉えさせる。

しずつ沈め，深く沈 軽く感じるのは，水中にある物

めば沈むほど軽く感 体にはたらく上向きの力，水が

導入 じることを体験する。 支える力＝浮力がはたらいてい

１５ （生徒代表１名） ることを図の中の力の矢印を用

分 いて説明する。実際の水中でボ

ウリングにはたらく浮力の大き

さを計算で求め，浮力の測定方

法について説明する。空気中で

の重さ－水中での重さで求まる

ことにふれる。

２．実験② ２．実際にジャガイモを用いて，

浮力の大きさの測定 浮力の測定方法について確認す

方法を確認し，大き る。

さや重さ，形の異な 水中に沈むジャガイモの浮力の

る２種類のジャガイ 大きさを測定発表させ，沈む物

モを用いて，浮力を 体にも浮力がはたらき，浮力（軽
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測定し発表する。 くなる度合い）の大きさが物体

軽くなる度合い＝浮 によって異なることを確認させ

導入 力の大きさが，物体 る。ばねばかりの使い方や読み

１５ により異なることや 取り方にも注意させる。

分 沈む物体にも浮力が

はたらいていること

を確認する。

３．学習課題把握 ３．本時の課題を説明する。

課題 浮力の大きさは，物体の何に関係があるのだろうか。

演示実験から，浮力 日常の生活経験やボウリング ・浮力に関する導入

の大きさは，物体の のボール，ジャガイモの浮力の 実験から，問題を見

何に関係があるのか 測定結果から，できるだけ浮力 いだし，課題意識を

を考え，発言する。 の大きさに関係する条件をあげ 持ち，既習事項に基

・大きさ（体積） させる。以前にとったアンケー づいた仮説を持つこ

・重さ（質量） ト結果も場合によっては示しな とができたか。

・材質 ・形 がら，発言を促す。 【関心・意欲・態度】

・水の深さ ・水圧 －行動観察

・面積 ・向き

・圧力

・密度 など

４．個人での仮説設定 ４．「重さ」「水の深さ」「体積」

四つの条件にしぼっ 「形」の四つの条件にしぼって

たのち個人で浮力に 仮説を決定する。アンケートの

展開 関係すると思われる 中の「空気」の重さ（質量）は，

３０ 条件を予想し，仮説 物体の質量に比べて，無視でき

分 を立てる。できるだ るくらい小さいこと，「密度」

け根拠（理由）も記 は，単位体積あたりの質量のこ

入する。 となので同じ体積で重さを変え

て調べていくこと，「水圧」は，

水の柱の重さが押す力のことで

水の深さによるものなので，水

の深さで考えることをふれる。

【提案２】実験計画の立案において条件制御の考え方を導き出す工夫

生徒に各仮説を検証するための対照実験で使用する物体を選択させ

ることで，条件制御の考え方を意識させる。

５．個人での検証実験 ５．検証実験で用いる材料を提示 ・様々な仮説から検

計画の立案 し，より具体的に検証方法を考 証する条件だけを

調べる（変える）条 えさせる。ここでは，発表させ 変えるという条件

件とそうでない（変 ない。 制御の考え方を持

えない）条件を整理 Ａ；フィルムケース 約１１５ｇ，３５㎝３ った実験を計画す

する。 Ｂ；タレビン 約１８５ｇ，１８０㎝３ ることができたか。

Ｃ；フィルムケース 約 ８０ｇ，３５㎝３ 【科学的な思考・表

Ｄ；なす型釣り用おもり約 ９５ｇ，１０㎝３ 現】

Ｅ；タレビン 約１８５ｇ，１００㎝３ －行動観察，レポ
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Ｆ：平型釣り用おもり 約 ９５ｇ，１０㎝３ ート

６．班での交流と仮説 ６．検証実験の意味を正しく理解

決定及び発表 させて，記入させる。

展開 個人で設定した仮説 班の仮説を発表させる。

３０ を班で交流し，班の 検証実験の計画が適切か全員

分 仮説及び検証方法， で検討し，評価する。班の仮説

変える条件とそうで にかたよりが出た場合は，その

ない条件を決定する。 他の仮説の場合も発表させ，す

その他の仮説も書い べての仮説において検証実験の

てみる。 計画が適切かどうかを確認する

班の仮説を発表する。

７．まとめ ７．対照実験の意味を確認し，条

終結 対照実験についての 件制御に注目した実験計画を立

５分 説明を聞く。 てることができたか評価する。

８．次時の学習の確認 ８．次時の実験の確認をする。

（４）評価の観点

観点 具体の評価規準（Ｂ） Ａと判断する具体的な姿 Ｃの生徒に対する手だて

自 然 事 ・浮力に関する導入実 ・浮力に関する導入実験 ・浮力に関する導入実験

象 へ の 験から，問題を見いだ から，問題を見いだし， から，問題を見いだし，

関 心 ・ し，課題意識を持ち， 課題意識を持ち，既習事 課題意識を持ち，既習事

意 欲 ・ 既習事項に基づいた仮 項に基づいた仮説を発表 項に基づいた仮説を持つ

態度 説 を 持 つ こ と が で き することができる。 ことができない生徒には，

る。 机間指導を行う。

・浮力の大きさの要因 ・浮力の大きさの要因と ・浮力の大きさの要因と

と考えられる仮説を立 考えられる仮説を立て， 考えられる仮説を立て，

科 学 的 て，様々な仮説から検 様々な仮説から検証する 様々な仮説から検証する

な 思 考 証する条件だけを変え 条件だけを変えるという 条件だけを変えるという

・表現 るという条件制御の考 条件制御の考え方を持っ 条件制御の考え方を持っ

え方を持った実験を計 た実験計画を文章や言葉 た実験を計画することが

画することができる。 で表現するすることがで できない生徒には，机間

きる。 指導を行う。
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（５）板書計画

課題 （浮力）の大きさは，物体の何に関係があるのだろうか。

浮力とは・・

水中にある物体にはたらく上向き

の力

浮力

重力 重力

空気中での重さ[N] 水中での重さ[N] ( )の大きさ[N]
ボウリングのボール（ ） （ ） （ ）

物 体 浮 力[Ｎ] 物 体 浮 力[Ｎ]

ジャガイモ小① ジャガイモ大①

② ②

③ ③

④ ④

⑤ ⑤

⑥ ⑥

⑦ ⑦

⑧ ⑧

⑨ ⑨

⑩ ⑩

考えられる要因
質量 水の深さ 体積 形 面積 向き 密度

(重さ) (大きさ)

個人の仮説

物体の（ ）を変えれば，浮力の大きさは変わると考える。

理由

仮説を確かめる実験方法

仮 説
（考えられる要因） 質 量 水の深さ 体 積 形
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仮説を確かめる
ために使う物体 ＡとＣ ＦとＦ ＢとＥ ＤとＦ

（ＡとＡなど）

変える条件を 変える条件を 変える条件を 変える条件を

質 量 水の深さ 体 積 形

だけにし，変え だけにし，変え だけにし，変え だけにし，変え

ない条件を ない条件を ない条件を ない条件を

２ つ の 物

体 を 選 ん 水の深さ 質 量 質 量 質 量

だ理由

体 積 体 積 水の深さ 水の深さ

形 形 形 体 積

にすればよい。 にすればよい。 にすればよい。 にすればよい。
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（２’）本時のねらい

・実験計画書をもとに，正しい実験操作を行い，結果をもとに，浮力の大きさは

水の中に入っている物体の体積に関係があることを見いだすことができる。

【思考・表現】

（３’）次時の指導過程（１１／１３時間）

段階 学習活動 指導上の留意点 評価の観点・方法

１．学習課題把握 １．本時の課題を説明する。

課題 浮力の大きさは，物体の何に関係があるのだろうか。

導入

５分 ２．浮力の大きさの測 ２．浮力の測定方法について確

定方法を確認する。 認する。

空気中での重さ－水中での重

さで求まることにふれる。

３．実験 ３．実験方法の確認をする。

【提案１】自分たちで立てた仮説を，検証する対照実験の場の設定

実験の内容と方法を 予想した１つの条件以外を同じ

確認する。 にして実験を行う対照実験であ

ることを確認する。

例１「重さ（質量）」 例１ ・さまざまな物体の浮

が関係する場合。 実験結果から，完全に水の中に 力の大きさを調べるこ

完全に水の中に沈め 沈めた状態では，重さ（質量）だ とができたか。

た状態で，同じ大きさ けを変えても，浮力の値は変わら 【技能】－観察法

展開 （体積），同じ深さ， ないので，浮力の大きさは，重さ

４０ 同じ形で，重さだけを とは関係がないことを理解させ

分 変えて浮力の値を測定 る。

し比較する。

例２「深さ」が関係す 例２

る場合。 実験結果から，完全に水の中に

（重さも体積も形も） 沈めた状態では，同じ物体であれ

同じ物体を，水中の浅 ば，沈める深さを変化させても，

いところと深いところ 浮力の値は変わらないので，浮力

で，浮力の値を測定し の大きさは，深さとは関係がない

比較する。 ことを理解させる。

例３「体積」が関係す 例３

る場合。 実験結果から，完全に水の中に

完全に水の中に沈め 沈めた状態では，体積（大きさ）

た状態で，同じ重さ（質 だけを変えると，浮力の値も変わ

量），同じ深さ，同じ るので，浮力の大きさは，体積と



- 11 -

形で，体積だけを変え 関係があることを理解させる。浮

て浮力の値を測定し比 力は，水には入った物体の体積に

較する。 比例して大きくなることに気づか

せる。

浮力の大きさは，水 関係する条件が予想とは違って

の中に沈んでいる物体 いれば，次の対照実験の方法を考

の体積に関係すること えさせ，取り組ませる。

を見いだす。 例３を最初から見いだした班

は，半分沈めた場合と完全に浅く

沈めた場合と完全に深く沈めた場

合での浮力の大きさを測定させ，

考察を深めさせる。 （発展実験）

例４「形」が関係する 例４

場合。 実験結果から，完全に水の中に

完全に水の中に沈め 沈めた状態では，形だけを変えて

た状態で，同じ重さ（質 も，浮力の値は変わらないので，

量），同じ深さ，同じ 浮力の大きさは，形とは関係がな

展開 体積で，形だけを変え いことを理解させる。

４０ て浮力の値を測定し比

分 較する。

４．実験結果及び考察

【提案２】話合い活動と発表の場の工夫

実験結果から浮力の ４．浮力の大きさは何に関係があ ・浮力の大きさは，水

大きさが何に関係があ るのか実験結果から考察させる。 の中に入っている物体

るのかを考察して見い 個人の考えがもてたらグループ の体積に関係があるこ

だす。 の中で意見交換させ，それぞれ とを見いだすことがで

（個人→グループ） の考えをより確かなものにさせ きたか。

る。 【科学的な思考・表現】

－発表，レポート

５．考察結果の発表 ５．根拠を示して，説明できるよ

各グループで，考察 うにする。話合いにより考え方

結果を発表する。 を変えた考察結果も示すように

する。

６．まとめ ６．ワークシートに浮力の大きさ

実験のまとめを行う。 について分かったことをまとめ

浮力の大きさは，水 させる。

終結 の中に入っている物 対照実験の意味を再度確認し

５分 体の体積に比例する 条件制御に注目した実験方法を

ことをまとめる。 考えることができた点を評価す

る。

７．次時の学習の確認 ７．次時の学習の確認をし，手分
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と後片付け けして，後片付けを行わせる。

（４’）評価の観点

観点 具体の評価規準（Ｂ） Ａと判断する具体的な姿 Ｃの生徒に対する手だて

・さまざまな物体の浮 ・物体の空気中での重さ ・物体の空気中での重さ

観察・ 力の大きさを正確に調 と水中での重さを正確に と水中での重さを測定し

実 験 の べることができる。 測定し，その差から浮力 たり，記録したりするこ

技能 の大きさを求めることが とができない生徒には，

できる。 机間指導を行う。

・浮力の大きさは，水 ・浮力の大きさは，水の ・浮力の大きさは，水の

科 学 的 の中に入っている物体 中に入っている物体の体 中に入っている物体の体

な 思 考 の体積に関係があるこ 積に比例することを見い 積に関係があることを見

・表現 とを見いだすことがで だすことができる。 いだすことができない生

きる。 徒には，机間指導を行う。

（５’）板書計画

課題 浮力の大きさは，物体の何に関係があるのだろうか。

空気中の重さ 水中の重さ

（浅い） （深い）

仮説の測定結果の書き方例

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

質 量 体積 水の深さ 形

Ａ １１５ｇ

35 ㎝ 3
５㎝ 同じ

Ｃ ８０ｇ
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班の仮説の測定結果

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

その他の仮説の測定結果

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

まとめ
浮力の大きさは，水に入っている物体の体積によって変化し，体積
が大きいほど大きくなる。物体の重さや形，水に沈んでいる深さに
は関係しない。
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６ 資料等

・平成２２年度 理科のあゆみー実践紀要ー

・中学校学習指導要領解説ー理科編ー 平成２０年９月文部科学省

・平成２７年度全国学力・学習状況調査中学校理科 解説資料

ー平成２７年４月 国立教育政策研究所 教育課程研究センター

・平成２７年度全国学力・学習状況調査中学校理科 報告書

ー平成２７年８月 文部科学省 国立教育政策研究所

７ 準備物

Ａ；フィルムケース 約１１５ｇ，３５㎝３

Ｂ；タレビン 約１８５ｇ，１８０㎝３

Ｃ；フィルムケース 約 ８０ｇ，３５㎝３

Ｄ；なす型釣り用おもり約 ９５ｇ，１０㎝３

Ｅ；タレビン 約１８５ｇ，１００㎝３

Ｆ：平型釣り用おもり 約 ９５ｇ，１０㎝３

大型水槽，ボウリング，フィッシングスケール，ボール入れネット，ゴムマット

ジャガイモ小・大，水槽，５Ｎばねばかり



- 15 -

理科レポート（身のまわりの現象 その１） 組 番 氏名

課題 （ ）の大きさは，物体の何に関係があるのだろうか。

空気中での重さ[Ｎ] 水中での重さ[Ｎ] （ ）の大きさ［Ｎ］

物 体 空気中での重さ[Ｎ] 水中での重さ[Ｎ] （ ）［Ｎ］

ボウリングのボール

ジャガイモ 小

ジャガイモ 大

考えられる要因

個人の仮説

物体の（ ）を変えれば，浮力の大きさは変わると考える。

理由
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仮説を確かめる実験方法

仮 説
（考えられる要因）

仮説を確かめる と と と と

ために使う物体

変える条件を 変える条件を 変える条件を 変える条件を

だけにし，変え だけにし，変え だけにし，変え だけにし，変え

ない条件を ない条件を ない条件を ない条件を

２ つ の 物

体 を 選 ん

だ 理由

にすれば，よい。 にすれば，よい。 にすれば，よい。 にすれば，よい。

【自己評価】

・浮力の大きさの違いに疑問を持ち，その要因を考えることができた。
ＡーＢーＣーＤ

・様々な仮説から，調べる条件だけを変えるという対照実験の考え方を持った実験
計画を立てることができた。 ＡーＢーＣーＤ

【感想･気づいたこと】
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理科レポート（身のまわりの現象 その２①） 組 番 氏名

課題 「浮力の大きさは，物体の何に関係があるのだろ

うか。」

質量？ 水の深さ？ 体積？ それとも形？

○班ごとに協力し，手順にしたがって実験しましょう。
【実験準備物】

Ａ；フィルムケース 約１１５ｇ，３５㎝３

Ｂ；タレビン 約１８５ｇ，１８０㎝３

Ｃ；フィルムケース 約 ８０ｇ，３５㎝３

Ｄ；なす型釣り用おもり約 ９５ｇ，１０㎝３

Ｅ；タレビン 約１８５ｇ，１００㎝３

Ｆ：平型釣り用おもり 約 ９５ｇ，１０㎝３

５Ｎばねばかり，ペットボトル水槽

【実験方法】
①あらかじめ，前回，班で計画した仮説を調べるための実験材料を確認準備し，仮
説１の表に条件を記入しておく。

②物体をばねばかりにつるして，空気中で物体の重さ（物体にはたらく重力）を調べ
る。

③物体をばねばかりにつるしたまま水中に入れて，ばねばかりの示す目盛りを調べる。
④それぞれの実験結果から，以下の式を用いて浮力を求める。
浮力[Ｎ]＝空気中での重さ[Ｎ]－水中での重さ[Ｎ]

⑤対照実験を行う。
例１「質量（重さ）が関係すると予想した場合」
完全に水の中に沈めた状態で，同じ体積（大きさ），同じ深さ，同じ形で，質量だ
けを変えて浮力の値を測定する。
→浮力の値が同じ場合；質量だけを変えても浮力の大きさが変わらないので，質
量は浮力の大きさを変える条件にはならないということになる。

⑥もし，変化すると思われる条件が予想とは違っていれば，次の対照実験の方法を考
え，物体の中身を考え，その他の仮説の表に条件を記入し，再度実験を行う。

空気中の重さ 水中の重さ

（浅い） （深い）
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理科レポート（身のまわりの現象 その２②） 組 番 氏名

課題 「浮力の大きさは，物体の何に関係があるのだろ

うか。」

重さ？ 水の深さ？ 体積？ それとも形？
班の仮説の測定結果の書き方例

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

質 量 体積 水の深さ 形

Ａ １１５ｇ

35 ㎝ 3
５㎝ 同じ

Ｃ ８０ｇ

仮説１の測定結果

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

その他の仮説の測定結果

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]
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変える条件 変えない条件

物体 空気中 水 中 浮 力
[N］ [N] [N]

【気がついたこと】
○自分の考え

浮力の大きさは，（ ）だけを変えると，変わるので，物体の

（ ）に関係があるといえる。

○グループの考え

浮力の大きさは，（ ）だけを変えると，変わるので，物体の

（ ）に関係があるといえる。

【まとめ】

浮力の大きさは，

【自己評価】
・さまざまな物体の浮力の大きさを調べ，結果をまとめることができた。ＡーＢーＣーＤ

・班で協力して主体的に課題に取り組み ,自分の考えを分かりやすく表現することがで
きた｡ ＡーＢーＣーＤ

・浮力の大きさが，物体の何に関係があるかが分かった。 ＡーＢーＣーＤ

【感想・気づいたこと】
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理科学習に関するアンケート Ｈ２７．８．３１実施

（ 男 ・ 女 ）

あなたの理科学習に関する以下のアンケートに協力して下さい。成績等には全く関係ありま

せんので，率直な意見を書いて下さい。

記号は該当項目を○で囲んで下さい。

１ 他の教科と比べて，理科の学習は難しいと思ったり，苦手だと思ったりしますか。

ア 思う イ どちらかというと思う ウ どちらかというと思わない エ 思わない

２ 理科の授業で，実験・観察をするのは好きですか。

ア 好き イ どちらかというと好き ウ どちらかというと嫌い エ 嫌い

３ 理科の時間，「なぜ」と，疑問を持ちますか。

ア よくもつ イ ややもつ ウ あまりもたない エ もたない

４ 理科の時間，「そうか」と，納得するときがありますか。

ア よくある イ ややある ウ あまりない エ ない

５ 観察・実験の時，予想を立てて取り組みますか。

ア よく取り組む イ やや取り組む ウ あまり取り組まない エ 取り組まない

６ 観察・実験の時，自分から進んで取り組みますか。

ア 進んで取り組む イ やや取り組む ウ あまり取り組まない エ 取り組まない

７ 観察・実験の時，記録をしっかりと取っていますか。

ア しっかりととっている イ ややとっている ウ あまりとっていない エ とっていない

８ 観察・実験の時，筋道を立てて結果を考察していますか。

ア しっかりとしている イ している ウ あまりしていない エ していない

８で，あまりしていない，または，していないを選んだ人に聞きます。それはどうし

てですか。

ア 授業の内容（ねらい）が理解できないために考えることができない。

イ 授業は分かるが，結果をもとに考えることが苦手である。

ウ 考えてはいるが，誰かが発表する（書く）のを待っている。

エ その他（ ）

９ 理科の授業で，答えや考えを発表するのは好きですか。

ア 好き イ どちらかというと好き ウ どちらかというと嫌い エ 嫌い

10 理科の授業で，友達の発表を聞くのは好きですか。

ア 好き イ どちらかというと好き ウ どちらかというと嫌い エ 嫌い

11 理科の授業で，班で話し合ったりするのは好きですか。

ア 好き イ どちらかというと好き ウ どちらかというと嫌い エ 嫌い

ご協力ありがとうございました。
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理科学習に関するアンケート第２弾 Ｈ２７．１０． 1 実施

（ 男 ・ 女 ）

あなたの「身のまわり物質」に関する知識・理解や考えを判断するために以下のアンケート

に協力してください。成績等には全く関係ありませんので，率直な意見を書いてください。

１ 普段，もの（物体）を水に入れたとき，重さが変わったなと感じる経験をしたことがあ

りますか。

ある ・ ない

１で，あれば書いてください。

２ 浮く，沈む原因は何だと思いますか。考えられることをあげてみましょう。

ご協力ありがとうございました。


